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10月17日

10月26日

11月２日

　「まちの保健室」を市役所１階
エントランスホールで開催しまし
た。
　毎年10月のピンクリボン月間に
ちなんだクイズや健康相談を行い、
乳がんについての正しい知識や検
診の大切さを広めました。

　市立ドローン・クリケットフィールドで第８回
ソーシャルクリケット大会を開催しました。
　2028年ロサンゼルスオリンピックの追加競技に
採択されたクリケットの簡易版「ソーシャルクリ
ケット」に、学生やファミリー、ネパールの方な
ど総勢73人、11チームが参加しました。参加者は
クリケットを通じて交流を深めました。

11月４日

つげさん
Ｘ(旧ﾂｲｯﾀｰ)

マチイロ
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ためまっぷ
かいづか

　市役所１階エントランスホールで
「識字日本語パネル展」を開催しま
した。
　外国からきた皆さんが日本語ボラ
ンティアから熱心に日本語を学び合
う姿を市民の皆さんが目にすること
で、多文化共生につながるきっかけ

となりました。

市
長
コ
ラ
ム

　

貝
塚
市
は
、
大
都
市
圏
内
に
あ
り
な
が
ら
、
和
泉
葛
城
山
に
は
天
然

記
念
物
の
ブ
ナ
林
が
群
生
し
、
水
道
水
に
つ
い
て
は
半
分
を
超
え
る
量

が
そ
の
和
泉
葛
城
山
周
辺
の
水
源
か
ら
の
恵
み
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ

う
し
た
貴
重
な
自
然
環
境
や
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
、
環
境
教
育
を

重
視
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
せ
ん
ご
く
の
杜
里
山
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

と
連
携
し
里
山
を
訪
れ
て
植
樹
し
た
り
、
近
木
川
の
水
を
採
取
し
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
な
ど
の
微
生
物
を
調
べ
た
り
、
大
阪
府
が
造
成
し
た
近
木
川

河
口
の
干
潟
で
生
息
す
る
生
き
物
を
観
察
し
た
り
す
る
な
ど
、
身
近
な

自
然
に
ふ
れ
、
美
し
い
と
感
じ
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば
失
い
か
ね
な
い

と
い
う
気
づ
き
を
得
る
学
び
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
社
会
教
育
で
は
、
博
物
館
法
に
基
づ
く
自
然
生
態
系
の
博
物
館

で
あ
る
自
然
遊
学
館
を
中
心
に
、
地
球
温
暖
化
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
問
題
な
ど
の
地
球
環
境
問
題
が
、
市
内
に
生
息
す
る
生
き
物

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
調
査
し
、
講
座
を
通
し
て
市
民
が

学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
自
然
遊
学
館
の
講
座
は
い
つ
も
大
人

気
で
、
歴
史
あ
る
こ
の
講
座
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
最
近
で
は
釣
り
具
関
連
企
業
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
不
登
校

児
童
生
徒
の
釣
り
体
験
を
二
色
南
緑
地
隣
接
の
海
岸
で
実
施
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
学
校
外
で
自
然
と
ふ
れ
あ
い
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
こ
と
は
、
釣
り
が
レ
ジ
ャ
ー
の
域
を
越
え
て
新
し
い
学
び
の
機
会
に

な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
、
産
・
官
・
学
・
地
域
住
民
が
連
携
し
て
行
う
「
山
・

川
・
海
」
の
水
循
環
と
二
色
の
浜

の
環
境
保
全
・
再
生
活
動
の
取
組

み
が
、
環
境
省
の
「
令
和
の
里
海

づ
く
り
」
事
業
に
お
い
て
、
全
国

で
８
事
業
の
う
ち
の
一
つ
に
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
が
先

進
的
で
あ
る
と
し
て
、
大
阪
・
関

西
万
博
に
お
い
て
も
オ
ラ
ン
ダ
館

で
の
特
別
展
示
や
環
境
省
主
催
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ウ
エ
ス
ト
で
の
展
示

で
紹
介
さ
れ
、
注
目
を
集
め
ま
し

た
。

　

来
年
は
第
45
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
「
魚
庭(

な
に
わ)

の
海
お
お
さ
か
大
会
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
水
産
資
源
の
保
護
と
海
や
河
川
の
環
境
保
全
の
大
切
さ

に
つ
い
て
広
く
国
民
の
関
心
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

ま
さ
に
本
市
が
続
け
て
き
た
環
境
教
育
の
め
ざ
す
も
の
と
一
致
し
て
い

ま
す
。
こ
の
大
会
は
泉
州
地
域
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
機
会
を
と
ら
ま
え
、
本
市
が
行
う
自
然
環
境
を
愛
で
、
次
の
世
代
に

貴
重
な
財
産
と
し
て
継
承
し
て
い
く
取
組
み
を
全
国
に
発
信
し
、
よ
り

広
い
分
野
か
ら
の
ご
賛
同
・
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

貝
塚
が
誇
る
環
境
学
習

11月２日・３日

問
合
せ
先　

政
策
推
進
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２
９
５

10月25日・26日
　「リレー・フォー・ライフ・ジャパ
ン2025泉州かいづか」が市役所前の緑
の広場で開催されました。
　医療従事者に加えて、がんを経験し
た方々や地域の住民が集まり、24時間
交替で歩き続けました。参加者たちは、
がんと闘っている方々を励まし、支援
の輪を広げました。

　「貝塚市民スポーツの日」を
市内各所で開催しました。
　親子や友達同士が集まり、な
じみの少ないスポーツに初挑
戦！和気あいあいとした雰囲気
の中で思いきり体を動かし、笑
顔と歓声が広がっていました。

10月30日

　世界人権宣言貝塚連絡会が人権学習
会を６階多目的ホールで開催しました。
　学習会では北出昭様の講話と「ある
精肉店のはなし」を上映し、参加者か
らは「命の大切さについて学ぶことが
でき、感謝の気持ちでいっぱいになっ
た」など感想が寄せられました。　

11月13日

　不登校児童生徒支援事業の一環として、本
市の豊かな自然環境を活かし、(株)フィッシ
ングマックスの全面協力のもと、二色南緑地
周辺で釣り体験を実施しました。
　子どもたちは自然とふれあいながら、達成
感や自信を育む機会となりました。

バイアスロン体験

　コスモスシアターで「文化の日のつどい」、コスモスシアターや６階多目的
ホールなどで「市民文化祭」を開催しました。
　文化の日のつどいでは、貝塚市ＰＲアンバサダーの西園寺さんとＺＡＫＩさ
んによる記念講演を開催し、水鉄にまつわる問題を参加者全員で解くなどの水
間鉄道検定が行われ、人気ユーチューバーの話を直接聞ける貴重な機会となり
ました。当日は整理券が配布されるほどの大盛況でした。
　また、今年の市民文化祭では、葛城修験のコスチュームを着たつげさんが登
場し、会場を盛り上げました。
　その独特な衣装と存在感に、来場者たちは大興奮！多くの方々がつげさんと
の記念撮影を楽しみました。

大阪・関西万博環境省展示ブースでの
貝塚市紹介コーナーの様子


